
甲こ

う

賀か

の
未み

来ら

い

Ｑ 

施
設
の
統
廃
合
は
一
定
必
要
。た
だ
し
、

施
設
の
統
廃
合
は
一
定
必
要
。た
だ
し
、

一
極
集
中
で
は
な
く
、バ
ラ
ン
ス
を
と
っ

一
極
集
中
で
は
な
く
、バ
ラ
ン
ス
を
と
っ

て
ま
と
め
て
み
て
は
。

て
ま
と
め
て
み
て
は
。

A
「
一
極
集
中
型
」
で
は
な
く
、「
多
極
型
」

で
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
旧
5
町

そ
れ
ぞ
れ
違
う
、
住
民
の
行
動
範
囲
、

買
物
、
医
療
機
関
の
配
置
な
ど
、
官
民

合
わ
せ
た
「
暮
ら
し
の
拠
点
機
能
」
と

し
て
考
え
ま
す
。

Ｑ 

年
齢
に
よ
っ
て
利
用
す
る
施
設
が
違
う

年
齢
に
よ
っ
て
利
用
す
る
施
設
が
違
う

の
で
、
例
え
ば
「
家
族
」
と
い
っ
た
視

の
で
、
例
え
ば
「
家
族
」
と
い
っ
た
視

点
で
議
論
し
て
は
。

点
で
議
論
し
て
は
。

A 

特
定
の
世
代
の
み
が
利
用
す
る
公
共
施
設

は
、
利
用
者
が
限
定
さ
れ
る
た
め
、
で

き
る
だ
け
多
世
代
で
利
用
で
き
る
機
能

を
複
合
化
す
る
こ
と
で
、
多
世
代
交
流

を
実
現
す
る
と
と
も
に
、
コ
ス
ト
低
減
を

実
現
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

Ｑ 

施
設
へ
の
ア
ク
セ
ス
整
備
が
必
要
。

施
設
へ
の
ア
ク
セ
ス
整
備
が
必
要
。����

コ
ミ
バ
ス
を
コ
ミ
タ
ク
へ
。

コ
ミ
バ
ス
を
コ
ミ
タ
ク
へ
。

A 

生
活
圏
か
ら
距
離
が
あ
る
な
ど
、
徒
歩

で
の
利
用
が
困
難
な
施
設
も
あ
り
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
よ
り
利
便
性
の
高

い
仕
組
み
に
変
え
て
い
き
ま
す
。一
方
で
、

高
齢
者
人
口
が
増
え
て
い
く
状
況
に
お

い
て
は
、
よ
り
利
便
性
の
高
い
場
所
に

移
転
、
複
合
化
す
る
こ
と
も
視
野
に
入

れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

Ｑ 

旧
町
単
位
で
話
し
合
う
の
で
は
な
く
、

旧
町
単
位
で
話
し
合
う
の
で
は
な
く
、

垣
根
を
越
え
て
検
討
し
て
は
。

垣
根
を
越
え
て
検
討
し
て
は
。

A 

地
域
に
よ
っ
て
は
、旧
町
単
位
で
は
な
く
、

町
域
を
跨
い
だ
公
共
施
設
利
用
の
ほ
う

が
利
便
性
の
高
い
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
た
公
共

施
設
の
統
廃
合
も
検
討
し
ま
す
。

Ｑ 

民
間
と
共
存
す
る
た
め
、
施
設
の
役
割

民
間
と
共
存
す
る
た
め
、
施
設
の
役
割

を
確
認
し
て
は
。

を
確
認
し
て
は
。

A 

過
去
に
整
備
さ
れ
た
公
共
施
設
に
よ
っ

て
は
、
そ
の
後
、
民
間
事
業
者
が
参

入
す
る
な
ど
、
現
在
の
社
会
情
勢
に
合

わ
な
い
施
設
も
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
民
間
で
で
き
る
こ
と
は
民
間
に
お

願
い
す
る
な
ど
、
役
割
分
担
の
見
直
し

を
進
め
ま
す
。

Ｑ 

女
性
や

女
性
や
2020
～～
3030
代
の
若
者
の
考
え
や
思

代
の
若
者
の
考
え
や
思

い
を
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
し
て
、本
当
に
「
全

い
を
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
し
て
、本
当
に
「
全

市
民
」
で
今
後
の
甲
賀
市
を
考
え
て
い

市
民
」
で
今
後
の
甲
賀
市
を
考
え
て
い

か
な
い
と
い
け
な
い
の
で
は
。

か
な
い
と
い
け
な
い
の
で
は
。

A 

女
性
や
若
者
の
参
加
を
促
す
た
め
の

手
法
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
と
も
に
、

「
オ
ー
ル
甲
賀
」
で
議
論
が
で
き
る
環

境
づ
く
り
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
現
在
、
公
共
施
設
の
最
適
化
（
施

設
再
編
）
の
方
向
性
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
示
す
「
公
共
施
設
の
最
適
化

計
画
」
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　
今
回
の
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で

い
た
だ
い
た
ご
意
見
や
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
な
ど
を
参
考
と
し
な
が
ら
、

策
定
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

今
後
も
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
行

政
が
直
接
対
話
で
き
る
場
を
設
定

し
て
、
個
々
の
施
設
を
、
具
体
的
に

「
こ
れ
か
ら
ど
う
し
て
い
く
の
か
」

に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
す
の

で
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
参
画
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　今回のタウンミーティング（各地域ラウンド5会場）に参加いただいた２２７人のうち１８３人から回答をいただ
きました。

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィン
グ

市
長
と
語
ろ
う
！

　
ま
ち
づ
く
り
の
課
題
や
問

題
な
ど
に
つ
い
て
、
広
く
市

民
の
皆
さ
ん
か
ら
市
長
が
直

接
意
見
を
伺
う
場
と
し
て
、

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、「
財
政
見
通
し
」

「
公
共
施
設
の
あ
り
方
」
を

テ
ー
マ
に
、
市
民
の
皆
さ
ん

が
感
じ
て
い
る
こ
と
に
つ
い

て
意
見
交
換
を
し
た
後
、
発

表
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

※�

各
地
域
ラ
ウ
ン
ド
、
ま
と
め
ラ

ウ
ン
ド
含
め
、
６
回
開
催
し
、

２
4
７
名
の
方
に
ご
参
加
い
た

だ
き
ま
し
た
。

オール甲賀オール甲賀
でで

考える

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
主
な
意
見

次世代にツケを残す
深刻な問題だと思う

73％

無回答　3％
特に関心はない

0％

仕方のない
ことだと思う
24％

最小限必要な施設
のみを残していく
ことを考える
21％

無回答　3％
公共施設はまだ不足しているので、
今後も増やしていくことを考える

3％

今ある公共施設を
そのまま維持し、

古くなった場合は建替える
8％

公共施設の役割や効果を整理して、
市民ニーズや財政状況に
見合った内容に減らす

65％

民間のノウハウ（空き公共施設の有効活用など）
を活用し、人件費や運営コストを削減する

今ある建物を有効活用し、他の目的に転用するなど
して建替えなどの費用を抑える

複数の施設を１つの建物に集約して、
維持管理・更新費用を削減する

限られた財源を公共施設の維持や更新に充てるため、
公共施設以外の行政サービスの見直しや廃止などを行う

施設を利用している人の負担を増やす

施設の維持や更新にかかる費用を捻出するため、
市の借金を増やす

わからない

0（人） 20 40 60 80 100 120

タウンミーティングでのアンケート結果概要

ポ イ ン ト

回答者の７割以上が公共施設の老朽化や維持管
理費用の問題に危機感を感じています。

ポ イ ン ト
回答者の８割以上が公共施設の見直しはやむ
を得ないと考えています。

ポ イ ン ト
「既存建物の有効活用」や「民間活力の導入」
を選択された方が多く、少ないのは、「施設
を維持するため、借金を増やす」でした。

Ｑ  公共施設の老朽化が進み、今後必要
となる維持管理費をどう思いますか。

Ｑ  今後の公共施設の維持管理にか
かるコスト削減や財源確保を、
どのように進めるべきだと思い
ますか。（複数回答可）

Ｑ  今後の公共施設の整備や管理運営をど
のように進めるべきでしょうか。

●
問
い
合
わ
せ
●

　
財
政
課　
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進
室

　
☎
６
９‐２
１
２
４

　 

Ｆax
６
３‐４
５
６
１

市
民
と
共
に
考
え
る

公
共
施
設
の

最
適
化
に
向
け
て
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